






























Perspectives, Methods and Trainees’ Experience During Trial Counseling
Keiko UKAI and Haruyo FUJISAKI, Makiko SHIMATANI, Yoshiaki WATANABE 
Hirofumi YAMAZAKI, Shinobu MATSUNAGA, Naoko TANAKA, Ayano KIMURA
 The current study was conducted to demonstrate that trial counseling was an effective training 
method in graduate school clinical psychology courses. Here, the results of responses to a preliminary 
questionnaire by trainee counselors are reported. Usually, in courses to train clinical psychologists, 
role-playing is undertaken before taking practical cases, in which trainees play the role of client/
therapist in a single session with students of the same school. In the present study, students were 
required to play the role of client/therapist successively in four sessions with students from other 
graduate school, so that they were meeting each other for the first time. Before and after the trial 
counseling session, students were asked to respond to yes-no questions and provide free descriptions 
on the substantial effects of the training. Results indicated self-awareness in students playing the 
role of the counselor and contented feelings about the psychological growth of the client. These results 
suggest that trial counseling is an important step in preparing for practical counseling. Results 
also indicated that to counsel students from another school was more similar to the real situation. 
Moreover, to observe the counseling experience from the viewpoint of a client in counseling was an 
important experience for the trainees.
Key words : role-playing（ロールプレイ），trial counseling（試行カウンセリング）， 
self-awareness（自分に対する気付き），clinical psychologists（臨床心理士）
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④	 Cl. 体験をすることにより、Cl. 側の気持ち
も味わいつつ、自分自身の問題にも直面する。










































































話を聞いてもらえるかどうか不安 0 話をしてみることが楽しみ 0 きちんと話せるか不安 6 自分自身の気持をコントロールできるか不安 1 自分の気持がどのように動くか楽しみ 2 沈黙になったらどうしようか不安 2 Co.がどのように反応するか楽しみ 2 思わぬことが出てこないか不安 0 自分の気持が伝わるか不安 2 観察者に見られることが不安 0 Cl.の気持を味わえること期待 4 Co.に受け入れてもらえるか心配 1 
 
















































































やってみて  満足した   １
  どちらとも言えない ５
  不満だった 0
話してみて 聞き役に徹することができた 6
  普通の会話のようになった 0
  気がついてみると自分が話していた 0
Cｌ.は よく話してくれた ４
  どちらとも言えない ２
  十分話せないようだった 0
面接の中で 自分の感情が動いていくのを感じた ２
  とくに自分の感情の動きは無かった ２




話を聞いてもらえるかどうか不安 0 数回連続して話をしてみることが楽しみ １ きちんと話せるか不安 4 自分自身の気持をコントロールできるか不安 1 自分の気持がどのように動くか楽しみ 3 沈黙になったらどうしようか不安 2 Co.がどのように反応するか楽しみ 1 
Co.に受け入れてもらえるか心配 0 
思わぬことが出てこないか不安 0 










































   人 気持は  軽くなった   4   変わらない 1   重くなった 1 話してみて 話そうと思った以上に話した 6   話そうと思っていたことだけ話した 0   話そうと思ったことが話せなかった 0   話したくないことまで話してしまった 0 Co.は よく聴いてくれたと思う 5   ごく普通に聴いてくれた 1   あまりよく聴いてくれなかった 0 面接の中で 自分の感情が動いていくのを感じた 6   とくに自分の感情の動きは無かった 0 
  自分の感情が固まってしまった 0 
その他 
自分が感じていなかった面が見えた  Co. Cl.の相互交流で気づきが起こること体験相談に来るまでの道のりの大変さ実感 話すのにエネルギーがいることが分かった 話したいことを言葉で表現することの難しさ 話すことですっきりした 
表６ 試行カウンセリング体験後の報告人
質問項目 人 




人やってみて  満足した   ４  どちらとも言えない ２  不満だった 0Co.として 今ここでの相手の気持に触れられた ４  相手の今までの体験を聴けた ２  気持に触れられず内容についていくだけ 0Cｌ.は初回 自分から話してくれた ５  問いかければ話してくれた １  沈黙多くなかなか話そうとしなかった 0Cl.は 4 回で 自己受容し自分楽し動けるようになった ４  あまり変化は感じられなかった ２  状態が前より悪くなり自己否定的になった ０4 回を通して 自分の感情が相手に伴って動くのを感じた ５ 特に感情の動きは無かった １
 Co.らしくということに気を取られ不自由 ０
その他 （自由記述） 







































Cl．についての理解 Cl. は緊張と不安を抱えてきている／Cl ごとに相談内容もどのようなことを望んで来談していくのかも異なる／Cl の沈黙には何らかの意味がある／Co の発言が Cl にどう解釈されるかは Cl によって違うため、最新の気配りが必要である Co.の態度 Co は先入観を捨てて、目の前にいるCl を受け入れること／Cl に寄り添う気持ちを持つこと／Cl に合わせたカウンセリングをすることの必要性と、そのむずかしさ／Coは沈黙の時間を受け止める余裕を持っていることが必要 知識や技術 さまざまな知識が必要不可欠／授業を通して机上の勉強によるものだけではなく、イメージとしてインテーク面接では、事実確認を行い、ラポールが形成されてから心の悩みの解決に向けて、カウンセリングを行っていくこと、また、その手段として傾聴が重要であること／ 今まで勉強してきた技法などが、実際の場面で使われたときに、Coにとってどういった気持を促すものになるのか理解した／技法を使う際には、しっかり目的を持って使わなければいけないこと ロールプレイで疑問に思ったこと 
ロールプレイだけでは実際にどうなるのかわからない いろいろな考えが出てきたが実際何をその場で考慮すべきかわからない／実際の知らない相手とのカウンセリングではロールプレイとは異なる展開があるのでは／ロールプレイの始まりから心の問題に入りすぎているという意味がわからない 具体的な疑問  クライエントにとって心地よい沈黙とそうでない沈黙の見極め／インテークのときにクライエントに関する情報をどの程度聞き出すべきか 自分の課題と思ったこと 
カウンセラーとしての態度や姿勢 共感すること／自分の枠組みではなく相手に寄り添うこと／カウンセラーからの自己開示（自分のスタンスについて伝える）についての判断／沈黙があってもあせらない／あいまいな語尾／しっかり考えて口にする 知識 知識不足／専門的知識の向上 技法に関するもの 繰り返しや言い換えといった共感的理解を示すための技法／頭の中で状況を整理し、仮説を立てる必要があり、それを落ち着いて冷静に考えられるようになるのが課題／積極的に質問するのが不足／ 
上記を踏まえ試行カウンセリングにどのように取り組もうと思うか Cl.…役としてではなくできるだけ本人としてやれるようにしようと思う   ロールプレイ等で学んだカウンセリングに関することを頭から出し、通常の Cl. と同様にカウンセリングを受け、Cl.体験をしたい   ロールプレイではCo.に気を使ってしまって、自己開示しすぎてしまったと思ったので、Cl.の気持を味わうために、自己開示しすぎないように、素の自分で取り組みたい   ロールプレイの際には、自分の悩みではないものを話したのですが、それでも自分の中で気づきができた部分はあったので、今回は自分の悩みを相談するので、よりリアルにカウンセリング体験ができればいいと思っています   基礎実習のロールプレイより時間・回数が多いため、自分が思っている以上に話が深まってしまうのではないかとい心配があるが、自分と向き合いながら話せるところまで素直に話していきたいと思う   自己洞察を深めながら話すようにしたいと考えている 

















自分の課題と思ったこと 資質や態度 話をまとめる力や、スムーズに話ができる国語能力の大切さ Cl.の話を自分でまとめ過ぎてしまったり、具体例をうまくお聞きすることができなかった 語尾をしっかりと意識すること カウンセリング中は話は通じていたが、逐語を起してみると、言葉が足りなかったりして、何を言っているのか意図が読み取れないことがあった 言葉を介してのコミュニケーションを豊かにしていきたい どこに焦点を当てるべきかすぐに考えられる頭の回転の速さ 自分に準備ができていないことや、自信のなさから、深く突っ込むことができなかったりすること また、終わりの時間が近づくと、焦ってしまって冷静に話をきけなくなっていたので、気をつけたい 相手を理解し、受け入れるという姿勢を持つこと 無意識の内に指示的になってしまっていたので、気をつけなければならないと思った 関係性 沈黙の時ゆったりと待っていられるようにすること 自分の中だけの枠組みで理解しないように心がけたが、自分の中で一つ一つ区切って考える傾向があった 色々な関係性の中で、絡み合って悩みが存在するので、Cl.の枠組みで理解できるよう、自分の中だけで整理しないようにしたいと感じた 相手の気持を整理するために質問するのであって、私の疑問を解消するためにCl に質問しない 
























Co. の発言（要約、質問、焦点化など）が Cl. に
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